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無駄な加工時間をなくす最適研削サイクルの算出手法表 題

研削盤適用製品

研削加工中においては，研削抵抗により研削盤，砥石，工作物が弾性変形するため

工作物の切残しを生じる。そこで現場では，この弾性変形量を回復させ切残しをなくすス

パークアウト研削を行っている。しかし現状では，このスパークアウト研削時間を予測でき

ていない。そこで，最適なスパークアウト時間を算出する方法を提案し，加工時間の短

縮，無駄なエネルギ消費を抑えることを目的としている。

目 的

スパークアウト研削時間を求めるために，研削中の研削深さを求めなければならない。

削り残しを生じる要因として，研削抵抗による研削盤，砥石，工作物の弾性変形量が挙

げられる。これは，それぞれの剛性がわかれば求めることができる。これに対して，工作

物と砥石の熱膨張量は，工作物を設定切込量よりも多く削る要因となる。熱膨張量は研

削抵抗に依存するため，こちらも研削抵抗がわかれば求めることができる。

そこで，設定切込量から弾性変形量を引き，さらに熱膨張量を足すことで，研削中の研

削深さを算出できる。そして，この研削深さが設定切込量に至るまでの研削サイクルを予

測することで，無駄な加工時間のない最適なスパークアウト研削時間を求めることができ

る。
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